
 
            

 
 

 

１
９
８
６
年
の
労
働
者
派
遣
法
施

行
以
降
、
た
び
重
な
る
規
制
緩
和
の
結

果
、
派
遣
労
働
者
は
３
２
１
万
人
に
急

増
。
か
つ
て
な
い
事
態
で
す
。 

派
遣
労
働
者
の
権
利
を
守
り
、
非
人

間
的
な
労
働
実
態
を
改
善
す
る
こ
と

は
、
緊
急
課
題
で
す
。 

２
月
８
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
、

派
遣
労
働
者
を
モ
ノ
扱
い
す
る
実
態

を
徹
底
し
て
突
き
つ
け
、
「
ニ
ー
ズ
が

あ
る
」
な
ど
と
日
雇
い
派
遣
を
正
当
化

し
て
い
た
首
相
を
、
「
中
長
期
的
に
は

決
し
て
好
ま
し
く
な
い
」
と
答
弁
さ
せ

る
ま
で
追
い
つ
め
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
若
者
た
ち
か
ら
「
一

筋
の
光
が
見
え
た
」
と
の
反
響
が
相
次

ぎ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
現
在
も

書
き
込
み
が
続
い
て
い
ま
す
。 

小
林
多
喜
二
の
代
表
作
『
蟹
工
船
』

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

現
代
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
過
酷
な
状

況
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

意
見
書
で
は
○
日
雇
い
派
遣
の
禁

止
○
派
遣
受
け
入
れ
期
間
の
上
限
を

１
年
と
す
る
○
紹
介
予
定
派
遣
の
廃

止
○
中
途
解
約
の
制
限
○
マ
ー
ジ
ン

率
の
上
限
を
定
め
る
な
ど
、
派
遣
労
働

者
を
保
護
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全

移
行
で
ア
ナ
ロ
グ
電
波
の
停
止
を

予
定
し
て
い
る
２
０
１
１
年
７
月

２４

日
ま
で
３
年
余
と
迫
り
ま
し

た
が
、
そ
の
時
点
で
３０
万
〜
６０
万

世
帯
が
デ
ジ
タ
ル
波
が
届
か
な
い

こ
と
が
総
務
省
自
身
の
試
算
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
一
斉
に
終
了
し
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
大
混
乱
に
な
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。 

国
策
で
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
国
と
事
業
者
の
責
任
で
低
所

得
者
や
高
齢
者
等
へ
の
十
分
な
対

策
や
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
影
で

発
生
す
る
受
信
障
害
対
策
費
用
の

助
成
な
ど
、
一
般
視
聴
者
等
へ
の

支
援
を
充
実
す
る
こ
と
を
求
め
る

内
容
で
す
。 

全
国
の
地
方
議
会
か
ら
の
見
直

し
や
凍
結
・
中
止
を
求
め
る
意
見
書

は
６
月
２５
日
現
在
５
９
４
議
会
に

広
が
り
、
国
民
の
批
判
を
前
に
、
政

府
は
制
度
の
一
部
「
見
直
し
」
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

医
療
費
の
削
減
を
目
的
と
し
て

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
別
枠
の
制

度
に
強
制
的
に
囲
い
込
み
、
保
険
料

は
２
年
ご
と
に
値
上
げ
さ
れ
、
病
気

の
予
防
か
ら
終
末
期
ま
で
、
差
別
医

療
が
拡
大
と
な
り
、
負
担
増
と
差
別

医
療
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
す
べ

て
の
世
代
に
押
し
付
け
ら
れ
る
こ

の
制
度
は
廃
止
以
外
に
解
決
策
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

病
気
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者
に

は
、
長
年
の
社
会
貢
献
に
ふ
さ
わ
し

く
安
心
し
て
十
分
な
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
し
、
中

止
・
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。 
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日
本
共
産
党
は
、
浦
安
市
議
会
か
ら
の
意
見
書
が
政
府
と
国
会
に
問
題

を
真
剣
に
と
り
く
ま
せ
る
た
め
の
力
の
一
翼
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
暮

ら
し
、
福
祉
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
定
例
議
会
ご
と
に
意

見
書
発
議
の
提
出
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
議
会
で
も
３
本
の
意
見
書
を

発
議
提
出
い
た
し
ま
し
た
が
、
公
明
党
と
自
民
党
系
会
派
が
国
民
の
切
実

な
要
求
に
背
を
向
け
、
質
疑
も
一
切
な
く
問
答
無
用
で
否
決
し
ま
し
た
。 
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《議案》 浦安市税条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 満場一致(可決）

《議案》 後期高齢者医療制度導入に伴なう浦安市国
民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

● ● ● ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 16対4（可決）

《議案》 平成２０年度浦安市国民健康保険特別会計
補正予算

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 満場一致(可決）

《議案》 浦安市乳幼児医療費の助成の対象者を中学
生(15歳）まで１０月１日から拡大することに関する条
例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 満場一致(可決）

《諮問》 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 満場一致(可決）

《陳情》 「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣捕
殺ではなく自然林復元と被害防除に使うこと等を求め
る意見書提出に関する陳情

《陳情》 浦安市内建設業者への発注機会拡大に関す
る陳情

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 19対１(可決）

《陳情》 過剰な農薬取締法により、植物からなる、農
業用有機資材を締め出す不法な行政指導改善を求
める意見書提出に関する陳情

《発議・提出者：小泉芳雄議員》 浦安市川市民病院
の民設民営化移行に関する意見書

● ● ● ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 16対4（可決）

《発議・日本共産党提出》 後期高齢者医療制度の中
止・撤回を求める意見書

○ ○ ○ ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ６対１４(否決）

《発議・日本共産党提出》 地上デジタル放送の受信
支援対策の推進を求める意見書

○ ○ ○ ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 4対16（否決）

議会運営委員会にて議員配布に留めると決定。　審議するよう求めたのは日本共産党だけでした。

議会運営委員会にて議員配布に留めると決定。　審議するよう求めたのは日本共産党だけでした。

明日
のうら
やす

採決結果
賛成：○
反対：●

日本共産党 公明党 政風会 きらり・青山会



《発議・日本共産党提出》 派遣労働者の雇用の改善
を求める意見書

○ ○ ○ ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 4対16（否決）


